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母
親
の
再
就
労
支
援
策
の
検
証 

 
̶
母
親
の
働
き
方
の
模
索
と
基
礎
自
治
体
の
行
政
運
営
の
ゆ
く
え
̶ 

環
境
情
報
学
部
四
年 

濱
田 

瑞
希 

  

は
じ
め
に 

 

一
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
支
援
策
の
現
状
と
課
題 

 

二
、
母
親
の
、
母
親
に
よ
る
「
新
し
い
公
共
」
の
創
設 

 

三
、
協
働
事
業
に
よ
る
当
事
者
主
体
の
仕
組
み
づ
く
り 

 

お
わ
り
に 

 

は
じ
め
に 

 

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
と
い
う
深
刻
な
課
題
を
背
景
に
日
本
で
は
「
女
性
の
活

躍
推
進
」
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
か
ら
も
わ
か
る
通

り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
へ
の
対
策
が
議
論
さ
れ
、
未
だ
不
十
分
で
は
あ
る
が
施
行

が
進
む
。
し
か
し
家
庭
内
を
み
る
と
、
男
性
と
同
等
の
教
育
を
受
け
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
育
児
や
介
護
、
家
事
に
従
事
し
、
当
人
の
能
力
を
社
会
に
還
元
で
き
ず
に

い
る
女
性
が
多
く
潜
在
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
働
く
意
欲
は
あ
る
が
、
育
児
と
仕

事
を
天
秤
に
か
け
た
際
に
育
児
を
選
択
し
た
、
も
し
く
は
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
家
庭
環
境
や
労
働
環
境
な
ど
大
小
様
々
な
理
由
か
ら
専
業
主
婦
と
し
て
家
庭
に

入
る
が
、
そ
の
九
割
が
復
職
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
策

が
施
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
ろ

う
か
。 

 

支
援
に
充
て
る
財
源
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
家
庭
的
労
働
に
従
事
す
る
母
親
は
、
社
会
的
組
織
の
主
体
に
な
り

に
く
い
た
め
、
彼
女
た
ち
の
意
見
を
十
分
に
表
出
・
集
約
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
根
底
に
あ
る
と
考
え
る
。
各
自
治
体
が
意
識
的
に
母
親
の
意
見
を
取
り
込

み
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
た
等
身
大
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
こ
で
、
家
庭
に
軸
足
を
置
い
た
母
親
を
対
象
と
す
る
就
労
支
援
の
取
り
組
み
を

し
て
い
る
茅
ヶ
崎
市
市
民
団
体
「
う
み
の
あ
お
、
そ
ら
の
あ
お
」
の
活
動
に
参
加
す

る
機
会
を
頂
い
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
母
親
の
就
労
支
援
策
の
意
義

や
支
援
策
を
確
立
す
る
ま
で
の
政
策
立
案
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
母
親
当

事
者
の
意
見
を
自
治
体
の
施
策
に
組
み
込
む
必
要
性
や
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
へ
の
支
援
に
偏
在
す
る
育
児
と
仕
事
の
両
立
支
援
を
、
重
層
的

に
充
実
さ
せ
真
の
意
味
で
女
性
の
社
会
進
出
が
達
成
さ
れ
る
一
端
と
な
る
こ
と
を

本
稿
の
目
的
と
す
る
。 

 
第
一
章
で
は
、
女
性
が
働
き
に
く
い
環
境
と
な
っ
た
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
母
親

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
支
援
を
講
じ
る
必
要
性
を
問
う
。
第
二
章
で
は
、
行
政

と
市
民
団
体
が
協
働
で
実
施
す
る
母
親
の
就
労
支
援
を
事
例
研
究
し
、
母
親
の
意
見

が
集
約
さ
れ
、
公
共
事
業
に
組
み
込
ま
れ
る
過
程
を
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
各
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自
治
体
で
地
域
に
見
合
っ
た
母
親
の
就
労
支
援
策
が
行
わ
れ
る
環
境
を
作
る
た
め

の
課
題
及
び
解
決
策
を
探
っ
て
い
く
。 

 

一
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
支
援
策
の
現
状
と
課
題 

 

子
育
て
支
援
は
、
母
親
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
や
家
庭
な
ど
社

会
を
構
成
す
る
人
々
が
子
育
て
へ
の
理
解
を
示
し
、
少
し
ず
つ
そ
の
負
担
を
負
う
こ

と
で
、
母
親
が
働
き
や
す
い
環
境
が
作
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
人
の
な
か
に
は
暗

黙
の
了
解
と
し
て
伝
統
的
家
族
観
が
あ
り
、
そ
れ
が
育
児
と
仕
事
の
両
立
を
図
る
際

の
障
害
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
第
一
章
で
は
、
時
代
に
合
致
し

た
政
策
を
考
察
す
る
た
め
に
も
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
の

か
、
日
本
社
会
と
と
も
に
変
容
し
て
い
っ
た
家
族
に
つ
い
て
言
及
す
る
。 

  
 
 

（
１
）
日
本
家
族
の
変
容
と
女
性
の
労
働 

 

そ
も
そ
も
、「
主
婦
」
と
は
な
に
か
。
簡
潔
に
は
「
家
族
が
支
障
な
く
暮
ら
せ
る

よ
う
に
家
事
に
従
事
す
る
人
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
家
事
と
は
な
に
か
」

と
い
う
と
掃
除
、
洗
濯
、
炊
事
、
育
児
、
介
護
と
幅
広
い
。
日
本
で
は
高
度
経
済
成

長
期
に
、「
主
婦
と
は
な
に
か
」「
家
事
と
は
な
に
か
」が
議
論
さ
れ
た「
主
婦
論
争
」

が
、
第
一
次
は
一
九
五
五
〜
五
九
年
、
第
二
次
は
六
〇
〜
六
一
年
、
第
三
次
は
七
二

年
と
、
三
次
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
一

。
こ
れ
ら
の
論
争
で
は
、
家
事
と
は

労
働
に
入
る
の
か
と
い
う
議
論
を
発
端
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
の
な
か
で
市
場
化

さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
家
事
と
し
、
市
場
と
家
事
を
区
別
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
つ
ま
り
、
家
事
は
市
場
が
発
展
し
職
場
と
家
庭
が
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で

き
た
仕
事
で
あ
る
た
め
、
主
婦
は
古
来
の
も
の
で
は
な
く
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期

に
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。 

 

で
は
、
大
正
時
代
に
主
婦
の
よ
う
な
存
在
は
い
な
か
っ
た
の
か
。
大
正
時
代
は
中

流
階
層
の
み
に
限
っ
た
場
合
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
好
況
期
に
「
お
く
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
る
主
婦
が
誕
生
し
た
。
産
業
化
の
急
速
な
進
展
に
後
押
し
さ
れ
、
月
給
取
り

で
あ
る
大
組
織
の
管
理
的
労
働
を
担
う
「
俸
給
生
活
者
」
が
大
量
に
生
み
出
さ
れ
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。「
俸
給
生
活
者
」
と
は
い
わ
ゆ
る
会
社
員
で
あ
る
。
彼
ら
は

大
都
市
住
宅
地
に
住
み
、
市
電
に
乗
っ
て
職
場
ま
で
通
勤
す
る
と
い
う
、
新
し
い
生

活
様
式
を
送
る
よ
う
に
な
る
。
職
場
と
家
庭
の
分
離
が
起
き
、
裕
福
に
な
る
と
夫
一

人
分
の
収
入
で
一
家
の
生
計
費
が
賄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
共
働
き
か
ら
夫
の

留
守
を
守
る
「
お
く
さ
ん
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

戦
後
は
、
経
済
成
長
に
伴
っ
て
地
方
か
ら
流
入
し
て
来
た
若
い
世
代
が
大
都
市
郊

外
に
公
団
等
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
集
合
住
宅
に
住
む
よ
う
に
な
る
。
大
正
時
代
で

は
比
較
的
裕
福
な
家
庭
で
の
み
可
能
で
あ
っ
た
「
お
く
さ
ん
」
は
、
い
わ
ゆ
る
団
地

家
族
の
主
婦
と
し
て
圧
倒
的
多
数
派
と
な
っ
た
。
憧
れ
の
存
在
か
ら
多
数
派
へ
と
変

化
し
、「
女
性
は
結
婚
し
た
ら
主
婦
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
規
範
力
を
持
つ
よ

う
に
な
る
。
商
家
や
農
家
の
女
性
、
職
業
を
持
っ
た
女
性
が
少
数
派
と
な
り
、
母
親

は
家
事
・
育
児
に
専
心
し
て
い
る
の
が
よ
い
、
と
い
う
価
値
観
が
優
位
に
立
つ
よ
う
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に
な
っ
た
二
。 

 
こ
の
よ
う
に
急
激
な
産
業
構
造
の
転
換
は
、
家
庭
と
職
場
の
分
離
を
引
き
起
こ
し

た
。
家
庭
的
労
働
が
無
償
と
し
て
扱
わ
れ
て
も
生
活
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
人
口

転
換
が
背
景
に
あ
る
。 

 

経
済
的
に
豊
か
に
な
り
衛
生
面
の
向
上
や
栄
養
状
態
の
改
善
が
実
現
す
る
と
、
多

死
多
産
型
か
ら
少
死
少
産
型
へ
の
人
口
転
換
が
起
き
る
。
戦
後
を
出
生
率
の
推
移
で

み
る
と
（
下
図
表
一
）、
急
速
に
低
下
を
す
る
第
一
の
低
下
期
と
丙
午
（
ひ
の
え
う

ま
）
の
切
れ
込
み
の
一
年
を
の
ぞ
き
ほ
ぼ
横
ば
い
の
安
定
期
、
七
〇
年
台
の
半
ば
か

ら
再
び
低
下
の
始
ま
る
第
二
の
低
下
期
の
三
段
階
の
経
過
が
見
ら
れ
る
。
第
一
の
低

下
期
で
は
少
子
化
と
と
も
に
、
女
性
は
主
婦
で
子
ど
も
の
数
は
二
人
か
三
人
と
い
う
、

核
家
族
世
帯
へ
の
画
一
化
が
始
ま
る
三

。
安
定
期
ま
で
は
親
世
代
に
き
ょ
う
だ
い
が

多
く
、
親
族
の
間
で
支
え
あ
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
七
〇
年
代
以
降
は
、
き

ょ
う
だ
い
の
少
な
い
世
代
が
親
世
代
と
な
り
、
親
族
の
支
援
に
頼
れ
な
く
な
っ
た
の

に
も
関
わ
ら
ず
、
子
育
て
を
は
じ
め
と
す
る
家
庭
的
労
働
は
家
庭
内
の
女
性
が
す
る

と
い
う
規
範
が
残
っ
た
の
だ
四
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
家
庭
的
労
働
を
負
担
す
る
と
い
う
意
識
は
、
人
口
転
換
と

経
済
成
長
が
急
速
に
起
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
短
期
間
で
醸
成
さ
れ
、
少
子
少
産
型
社

会
と
な
っ
た
現
代
で
も
、
市
場
・
家
庭
に
お
け
る
ど
ち
ら
の
労
働
に
お
い
て
も
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
規
範
が
深
く
根
ざ
し
た
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
日

本
型
福
祉
社
会
」
論
の
展
開
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
、「
新
経
済
七
カ
年
計
画
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
日
本
型
福
祉
社
会
で
は
「
個
人
の
自
助
努
力
と
家
庭
や
近
隣
、
職

場
や
地
域
社
会
等
の
連
帯
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
効
率
の
よ
い
政
府
が
適
正
な
負
担
の

も
と
に
福
祉
の
実
現
を
目
指
す
」
と
し
、
福
祉
は
家
庭
の
自
己
責
任
で
女
性
が
担
う

も
の
と
し
た
五
。 
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図表一 合計特殊出生率の推移 
厚生労働省「人口調査」平成二六年度より作成。 
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八
〇
年
代
、
人
口
転
換
後
も
「
女
の
幸
せ
は
家
庭
に
入
る
こ
と
」
と
い
う
言
葉
通

り
に
主
婦
と
な
る
動
き
が
強
い
。
し
か
し
彼
女
た
ち
の
親
世
代
と
違
う
点
は
、
子
供

が
少
な
い
点
で
あ
る
。
人
口
転
換
前
の
子
供
の
多
い
時
代
だ
と
母
親
は
子
育
て
に
生

涯
の
大
半
を
費
や
す
こ
と
に
な
る
が
、
人
口
転
換
後
の
母
親
は
一
〜
三
人
の
子
育
て

を
し
た
後
に
、
急
速
に
社
会
進
出
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
落
合
は
こ
の
動
源
と
し

て
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
仕
事
に
就
く
場
合
と
、
主
婦
で
あ
る
こ
と
に
漠
然
と
し
た

不
安
を
抱
く
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
六

。
共
働
き
世
帯
と
専
業
主
婦
世
帯
の
割
合
の
推

移
を
見
て
も
、
一
九
八
〇
年
以
降
、
夫
婦
と
も
に
雇
用
者
の
共
働
き
世
帯
は
年
々
増

加
し
、
一
九
九
七
年
以
降
は
共
働
き
の
世
帯
数
が
男
性
雇
用
者
と
無
業
の
妻
か
ら
な

る
片
働
き
世
帯
数
を
上
回
っ
て
い
る
七

。
こ
う
し
た
行
動
変
化
や
女
性
の
価
値
観
を

み
る
と
、
現
代
は
主
婦
に
な
る
よ
り
も
、
就
労
を
継
続
さ
せ
て
共
働
き
を
し
た
方
が

女
性
本
人
に
と
っ
て
も
よ
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
帰
結
す
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
れ
ま
で
、
家
族
の
変
容
と
と
も
に
家
庭
的
労
働
責
任
は
女
性
が
負
う
べ
き
と
さ

れ
た
経
緯
を
み
て
き
た
。
つ
づ
い
て
、
女
性
が
働
く
際
に
そ
の
責
任
が
彼
女
た
ち
の

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
の
か
を
考
察
す
る
。 

 

社
会
進
出
を
目
指
し
、
女
性
は
男
性
と
同
じ
よ
う
に
働
こ
う
と
す
る
が
、
女
性
の

就
業
に
結
婚
・
出
産
・
育
児
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

中
野
に
よ
れ
ば
、
女
性
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
価
値
観
や
働
き
や
す
い
仕
事
の
選
択
、
入

社
後
の
職
場
環
境
、
家
族
の
期
待
、
育
児
資
源
、
復
帰
後
の
職
場
環
境
な
ど
の
兼
ね

合
い
に
よ
っ
て
、
主
婦
か
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
と
述

べ
て
い
る
八

。
家
庭
的
労
働
と
仕
事
の
両
立
を
図
る
必
要
が
生
じ
た
際
に
、
男
性
と

同
等
以
上
に
競
争
し
、
仕
事
へ
の
や
る
気
に
溢
れ
て
い
る
女
性
が
仕
事
を
辞
め
る
選

択
を
す
る
反
面
、
あ
る
程
度
自
身
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
い
ず
れ
か
の
時

点
で
意
欲
を
調
整
で
き
た
女
性
の
方
が
、
仕
事
を
続
け
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
と

い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
九

。
キ
ャ
リ
ア
志
向
を
も
っ
た
女
性
が
志

半
ば
で
自
己
実
現
と
育
児
を
天
秤
に
か
け
ざ
る
を
え
な
い
状
況
は
、
晩
婚
化
・
未
婚

化
を
引
き
起
こ
す
と
と
も
に
、
有
能
な
人
材
を
家
庭
内
に
と
ど
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
る
。 

 

女
性
の
意
識
に
目
を
む
け
て
み
る
と
、
専
業
主
婦
志
向
が
増
加
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
一
〇

。
現
在
は
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い
る
が
、
い
つ
か
は
養
っ
て
く
れ
る
人
と

結
婚
し
た
い
と
思
う
女
性
が
多
い
と
い
う
の
だ
。
妻
を
対
象
と
し
た
女
性
の
子
育
て

意
識
の
調
査
を
み
る
と
、「
子
ど
も
が
三
歳
く
ら
い
ま
で
は
、
母
親
は
育
児
に
専
念

し
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
性
別
役
割
に
関
す
る
考
え
方
の
項
目
に
、
七
七
．
三
パ

ー
セ
ン
ト
が
賛
成
し
て
い
る
一
一

。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
専
業
主
婦
に
な
る
と
今
度
は
働

き
た
い
と
考
え
る
。
主
婦
の
就
業
状
況
に
関
す
る
調
査
で
は
、「
既
婚
・
子
ど
も
あ

り
女
性
」
の
う
ち
就
業
率
は
四
〇
．
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
現
在
無
職
だ
が
就
業
意
欲
が

あ
る
人
は
五
一
．
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
就
業
意
欲
が
な
い
人
は
八
．
二
パ
ー
セ

ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
次
頁
図
表
二
）
一
二
。
ま
た
同
調
査
で
は
、
就
業
率
に
影

響
を
与
え
る
要
素
と
し
て
「
本
人
年
齢
」
と
「
同
居
し
て
い
る
末
子
学
齢
」
を
挙
げ

て
い
る
（
次
頁
図
表
三
）
一
三
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
育
児
と
仕
事
の
両
立
を
図
る
際
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に
、「
子
ど
も
が
小
さ
な
頃
は
一
度
仕
事
を
辞
め
育
児
に
専
念
し
、
育
児
が
ひ
と
段

落
し
た
ら
再
び
働
き
た
い
」
と
い
う
価
値
観
を
持
つ
女
性
が
多
く
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。 

  
 
 
 

 
 
 
 

主婦の就業に関する1万人調査 

20～49歳の既婚・子供あり女性の就業状況  （1）全体概要 

AP 

55.8% 

派契 

7.8% 

正社員 

25.1% 

他 

11.3% 

AP 

75.9% 

派契7.4% 

正社員 

12.8% 

有職者（A）の 

現雇用形態 
無業・就業意向者（B・C・D）の 

希望雇用形態 

他3.8% 
A 

有職者 

40.7% 

B 
無業・求職者 

22.5% 

 
無業・非求職者 
就業意向高 
（「すぐにでも」     

「よい仕事があれば」） 

 
無業・非求職者 
就業意向低 
（「いずれは」） 

E 
8.2% 

D 
17.4% 

C 
11.2% 

 
無業・非求職者 
就業意向なし 

■全体概要 

20～49歳の既婚・子供あり女性の有職者（A）は40.7%。無業者のうち、就業意向がある人（B+C+D）
は51.1%。そのうち、求職者（過去1年間に仕事探しをした人）は22.5%（B）、仕事探しはしなかったが就
業意向が高い人は11.2%（C）、仕事探しはせず、就業意向も「いずれは」と低い人は17.4%（D）。就業
意向がないと答えた人は8.2%にとどまる（E）。 

 

有職者（A）の現雇用形態は、 アルバイト・パート55.8%、派遣・契約社員7.8%、正社員25.1%、その他
11.3%。無業・就業意向者（B・C・D）の希望雇用形態は、アルバイト・パート75.9%、派遣・契約社員
7.4%、正社員12.8%、その他3.8%となっている。 

■仕事と生活のバランス 

20～49歳既婚・子供あり女性のほとんどが、仕事と生活の比重について、「生活中心に考えたい
（53.7%）」、もしくは、「仕事と生活のバランスが取れるようにしたい（43.5%）」と回答している。 

有職者（A）については、「仕事と生活のバランスが取れるようにしたい（56.5%）」が最も多くなったが、
仕事と生活の比重については、同様に生活中心の傾向となった。 

無業・就業意向者（B・C・D）については、有職者よりも生活中心に考えており、特に就業意向が低く
なるほどその傾向が強くなる。 
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1.3 

0.2 

0.2 

0.3 

2.1 

3.8 
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1.7 

0.8 

1.1 
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32.4 
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33.0 
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41.6 

24.5 

20.7 

11.0 

16.4 

26.4 

24.9 

63.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事中心に考えたい どちらかというと仕事中心に考えたい 
仕事と生活のバランスが取れるようにしたい どちらかというと生活中心に考えたい 
生活中心に考えたい 

（n=4,281） 

（n=1,741） 

（n=  962） 

（n=  481） 

（n=  746） 

（n=  351） 

53.7% 

38.4% 

53.7% 

64.0% 

66.5% 

生活 
中心計 

88.3% 
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20～49歳の既婚・子供あり 
 
A：有職者 

B：無業・求職者 

C：無業・非求職・意向高 

D：無業・非求職・意向低 

E：無業・非求職・意向なし 

主婦の就業に関する1万人調査 
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4.6 
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7.8 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

40～44歳 

45～49歳 

有職者・AP 有職者・派契 有職者・正社員 有職者・その他 無業者・AP希望 
無業者・派契希望 無業者・正社員希望 無業者・その他希望 無業者・就業意向なし 
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7.2 
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13.8% 

25.6% 

33.3% 

37.2% 

46.3% 

20～49歳の既婚・子供あり女性の就業状況  （1）全体概要 

有職者 無業・就業意向者 
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34.4 

34.9 
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11.3 
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12.8 

15.7 
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6.6 
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6.1 
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42.9 

33.6 

28.6 

32.5 

19.4 

18.6 

5.8 

2.1 

2.7 
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1.5 
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11.5 
1.7 

1.9 

2.8 

4.5 

2.6 

1.9 
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3.6 

2.4 
1.6 

0.5 

1.0 

1.0 

4.9 

5.9 

8.4 

11.6 

10.1 

20.9 

19.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

   小学校入学前 

   小学1～3年生 

   小学4～6年生 

   中学生 

   高校生 
専修各種学校、短大 

   社会人 

    中学・高校 

    専修各種学校 

    短大・高専 

    大学・大学院 

19.5 

25.9 

22.6 

3.5 

3.2 
1.6 

11.6 

9.1 

8.8 

4.5 

4.5 

5.5 

37.8 

38.8 

43.0 

4.8 

3.1 

2.8 

6.9 

6.3 

6.2 

2.0 

1.7 

3.0 

9.3 

7.5 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

       1人 

       2人 

       3人以上 

42.4% 

42.1% 

38.0% 

40.6% 

39.1% 

42.7% 

38.6% 

28.1% 

43.8% 

51.0% 

53.1% 

50.3% 

54.6% 

58.6% 

49.3% 

②同居している末子学齢 

③同居している子供の人数 

①本人年齢 

④本人の最終学歴 

■就業率に影響を与える要素 

20～49歳の既婚・子供あり女性の就業率に影響を与える要素は、「本人年齢」と「同居している末子
学齢」。「同居している子供の人数」や「本人の最終学歴」による就業率の差は見られなかった。 

 

本人年齢が上がるほど就業率は上昇する。一方、40歳以上になると就業意向なしも増加する。 

同居している末子学齢が小学校入学前は就業率が28.1%と低いが、小学校低学年になると43.8%まで
上昇、小学校高学年になると、中学生以上とほぼ差がなくなる。 

同居している子供の人数による就業率の差はない。 

本人の最終学歴による差もないが、大学・大学院だと正社員比率が高まる。 

無業・ 
意向なし 

有職者 無業・就業意向者 

有職者 無業・就業意向者 無業・ 
意向なし 

就業率 

就業率 

就業率 有職者 無業・就業意向者 無業・ 
意向なし 

・高専、大学・大学院 

無業・ 
意向なし 

就業率 

図表二 二〇～四九歳の既婚・子供あ
り女性の就業状況 
株式会社リクルートジョブズ「主婦
の就業に関する一万人調査̶二〇～
四九歳の既婚・子供あり女性の就業
状況」二〇一四年、一頁より抜粋。 

図表三 就業率に影響を与える要素 

株式会社リクルートジョブズ「主婦の就業に関する一万人調査̶二〇～四九
歳の既婚・子供あり女性の就業状況」二〇一四年、四頁より抜粋。 
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こ
の
よ
う
な
女
性
の
価
値
観
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
専
業
主
婦
の
再
就
職
は
難

し
く
、
四
人
に
ひ
と
り
し
か
正
規
雇
用
に
は
戻
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
一
四
。
子
供

を
出
生
し
た
母
親
の
就
業
形
態
の
変
化
に
関
す
る
調
査
を
み
る
と
、
有
職
者
の
割
合

が
出
産
一
年
前
か
ら
出
産
半
年
後
に
か
け
て
六
一
．
九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
五
．
五

パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
て
い
る
一
五

。
出
生
か
ら
数
年
経
つ
と
有
職
者
も
増
加
す
る
が
、

出
生
前
と
比
較
し
て
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
割
合
が
高
く

な
る
（
下
図
表
四
）
。
女
性
雇
用
者
の
う
ち
五
六
．
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
非
正
規
雇
用

と
な
っ
て
お
り
、
女
性
の
貧
困
が
現
代
日
本
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

現
状
、
母
親
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
①
保
育
園
に
育
児
を
任
せ
フ
ル
タ
イ
ム
で

働
く
、
②
仕
事
か
ら
完
全
に
は
な
れ
育
児
に
専
念
す
る
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て

し
ま
い
、
ち
ょ
う
ど
い
い
働
き
方
が
な
い
の
で
あ
る
。
未
就
学
児
を
持
つ
母
親
は
働

く
時
間
が
限
ら
れ
、
子
ど
も
の
都
合
に
よ
っ
て
予
定
も
確
実
で
は
な
い
た
め
、
従
来

の
働
き
方
の
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
度
仕
事
を
辞

め
て
育
児
に
専
念
す
る
と
ブ
ラ
ン
ク
が
空
く
た
め
、
前
職
で
築
い
た
キ
ャ
リ
ア
を
活

か
せ
る
職
業
に
復
職
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
子
育
て
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

を
経
て
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
復
職
す
る
た
め
に
も
、
細
く
長
く
で
も
就
業
を
続
け
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
一
六

。
そ
の
た
め
、
子
育
て
中
に
も
徐
々
に
キ
ャ
リ
ア
を

積
み
、
子
育
て
後
に
本
格
的
に
働
き
始
め
る
こ
と
が
可
能
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
模
索

が
、
新
し
い
側
面
で
の
女
性
の
社
会
進
出
と
し
て
現
実
性
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。 

 

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
続
け
る
母
親
へ
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
に
加
え

育
児
を
優
先
し
退
職
し
た
後
に
再
就
労
を
す
る
母
親
を
対
象
と
し
た
支
援
を
構
築

す
る
こ
と
が
、現
代
の
働
く
女
性
の
価
値
観
に
準
ず
る
の
で
は
な
い
か
。二
節
で
は
、

実
際
に
ど
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
が
施
行
さ
れ
て
き
た
の
か
を
整
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
度
退
職
し
た
母
親
に
対
す
る
就
労
支
援
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。 
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【第４回調査（平成 22年出生児）】 
 

１ 母の就業状況の変化 
   

母が有職の割合は年々増加し、第４回調査では 51.0%となっており、平成 13 年出生児第４回調

査の41.8%に比べ、9.2ポイント高くなっている 
   

母が有職の割合は、出産１年前の 61.9%が、第１回調査（出産半年後）で 35.5%に減少したが、

その後は年々増加し、第４回調査（３歳６か月）では 51.0%となっており、平成 13 年出生児第４

回調査の 41.8%に比べ、9.2 ポイント高くなっている。 
母の就業状況の変化をみると、「勤め（常勤）」の割合は、第１回調査（24.7%）から第４回調査

（23.6%）まで大きな変化はないが、「勤め（パート・アルバイト）」の割合は、第１回調査（出産

半年後）の 6.2%から年々増加し、第４回調査では 20.6%となっている。（図１） 

また、第３回調査（２歳６か月）と第４回調査（３歳６か月）との変化をみると、第３回調査で

「無職」であった母のうち、15.2%が「有職」となり、その内訳では「勤め（パート・アルバイト）」

が最も多くなっている（表１）。 

第４回調査の母の就業状況をきょうだい構成別にみると、「有職」の割合は「弟妹のみ」（41.6%）

と「兄姉のみ」（56.0%）では、「兄姉のみ」の方が 14.4 ポイント高くなっている（表２）。 

 

 

 図１ 母の就業状況の変化の世代間比較 
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57.3 

63.8 

37.7 
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第４回調査

（３歳６か月）

第３回調査

（２歳６か月）

第２回調査

（１歳６か月）

第１回調査

（出産半年後）

出産１年前

勤め
（パート・アルバイト）

自営業・家業、

内職、その他
不詳勤め（常勤） 無職

有職 35.5 （25.1）

有職 41.6 （30.7）

有職 46.2

有職 51.0 （41.8）

有職 61.9 （54.6）

注：1)平成22年出生児の第１回調査から第４回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者（総数 27,536）を集計。

2)（ ）内の数値は、平成13年出生児の第１回調査から第４回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者

（総数 39,662）を集計。

なお、平成13年出生児の第３回調査では母の就業状況を調査していない。

図表四 母の就業状況の変化 
厚生労働省「二一世紀出生児縦断調査（平成二二年出生児）」
第四回、二〇一三年、一三頁より抜粋。 
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（
２
）
固
執
し
た
働
き
方
の
概
念
に
よ
る
支
援
策
の
偏
在
化 

 
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
家
庭
的
労
働
は
家
庭
内
の
女
性
が
負
担
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
八
九
年
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
．
五
七
に
落
ち

込
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
少
子
化
に
対
す
る
危
機
感
が
社
会
全
体
で
生
ま
れ
、
政

府
に
よ
る
少
子
化
対
策
が
本
格
化
し
た
一
七
。
そ
の
六
年
後
、
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
が
実

施
さ
れ
、
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
計
画
的
な
整
備
が
進
め

ら
れ
た
一
八
。
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
」
の
推
進
も
加
わ

り
、
当
初
の
計
画
目
標
は
多
く
の
事
業
で
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
が
、
な
お
少
子
化
は
進

行
し
た
一
九
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
は
「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」
を
も
と
に
「
子
ど
も
・

子
育
て
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
二
〇

、
よ
り
複
合
的
な
子
育
て
支
援
策
が
広
が
り
始
め

た
二
一

。 

 

こ
の
よ
う
に
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
は
、「
保
育
の
量
的
拡
大
・
確

保
、
教
育
・
保
育
の
質
的
改
善
」
つ
ま
り
専
門
性
の
高
い
保
育
機
関
の
充
実
に
力
が

入
れ
ら
れ
て
い
る
二
二

。 

 

保
育
所
と
な
ら
び
、
現
在
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
で
主
軸
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

育
児
休
暇
取
得
制
度
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
、
両
立
支
援
等
を
一
層
進
め
る
た
め
、
男

女
と
も
に
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用
関
係
を
整
備
す
る

育
児
介
護
休
業
法
が
成
立
し
た
。
二
〇
〇
五
年
よ
り
有
期
契
約
労
働
者
も
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
（
同
じ
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
機
関
が
一
年
以
上
で
、
子
ど
も
が
一
歳

を
超
え
た
と
き
も
継
続
雇
用
の
予
定
が
あ
る
場
合
）
に
は
、
育
児
休
業
や
介
護
休
業
の

取
得
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
に
、
①
子
育
て
期
間
中
の
働
き
方
の
見

直
し
、
②
父
親
も
子
育
て
が
で
き
る
働
き
方
の
実
現
に
つ
い
て
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
。

育
児
休
業
取
得
を
み
る
と
、
九
割
弱
ま
で
実
現
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
（
次
頁
図
表

五
）
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
育
児
休
業
取
得
制
度
を
申
し
込
ま
ず
に
退
職
し
た
母
親
の

数
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
実
態
は
六
割
の
女
性
が
第
一
子
出
産
後
に
無
職
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
二
三

。 

 

こ
の
よ
う
に
、
保
育
所
の
整
備
や
育
児
取
得
制
度
な
ど
、
正
規
雇
用
者
に
対
す
る
子

育
て
支
援
は
盛
ん
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
退
職
し
た
女
性
に
向
け
た
就
労
支
援
へ

の
取
り
組
み
は
主
流
で
は
な
い
。
家
庭
に
軸
足
を
置
き
た
い
母
親
が
働
く
こ
と
へ
の
支

援
が
も
っ
と
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

 

し
か
し
、
家
事
の
担
い
手
と
さ
れ
て
き
た
女
性
が
意
思
決
定
の
場
に
ほ
と
ん
ど
参
加

し
て
い
な
い
日
本
で
は
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
労
働
時
間
が
必
要
な
人
々
が
ば

ら
ば
ら
に
切
り
離
さ
れ
、
自
分
た
ち
に
必
要
な
も
の
を
意
識
す
る
こ
と
さ
え
難
し
い
と

も
い
わ
れ
て
い
る
二
四

。
ま
た
、
都
心
に
近
い
ほ
ど
通
勤
時
間
が
短
い
た
め
、
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
き
や
す
い
が
、
都
心
か
ら
は
な
れ
る
ほ
ど
、
通
勤
時
間
が
か
か
り
、
働
く
こ
と

が
困
難
に
な
る
結
果
と
し
て
専
業
主
婦
に
な
り
や
す
い
。
そ
の
た
め
自
治
体
で
は
、
地

域
に
雇
用
が
あ
る
か
、
通
勤
時
間
の
長
短
、
居
住
層
に
よ
っ
て
、
保
育
機
関
か
就
労
支

援
か
な
ど
需
要
が
異
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
専
業
主
婦
は
社
会
組
織
の
主
体
と
な
り

に
く
い
た
め
、
当
事
者
の
意
見
を
表
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
地
域
ご
と
に
、
母
親
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
て
独
自
の
支
援
策
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。 
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二
、
母
親
の
、
母
親
に
よ
る
「
新
し
い
公
共
」
の
創
設 

 

茅
ヶ
崎
市
は
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
「
こ
れ
か
ら
働
き
た
い
マ
マ
の
た
め
の
プ
レ

お
し
ご
と
講
座
」
と
い
う
、
未
就
学
児
を
持
つ
母
親
を
対
象
と
し
た
再
就
労
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。
同
市
は
神
奈
川
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、
人
口
二
四
万
人
を
抱
え

る
郊
外
都
市
で
あ
る
。
①
地
域
に
雇
用
が
少
な
い
、
②
都
心
に
比
べ
て
通
勤
時
間
が

長
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
専
業
主
婦
が
多
い
こ
と
が
こ
の
地
域
の
特
徴
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
働
く
意
欲
の
あ
る
主
婦
に
対
す
る
再
就
労
サ
ポ
ー
ト
は
、
こ

の
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
支
援
事
業
は
、
茅
ヶ
崎
市
の
市
民
提
案
型
推
進
事
業
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
民
が
必
要
と
考
え
る
課
題
を
自
ら
設
定
し
、
市
民
と
市

が
協
働
し
て
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
し
提
供
す
る
制
度
で
あ
る
。
多
様
化
す

る
地
域
ニ
ー
ズ
を
受
け
入
れ
、
効
果
的
に
政
策
や
事
業
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

様
々
な
主
体
が
政
策
の
企
画
・
立
案
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
参
画
す
る
こ
と
を

期
待
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
内
閣
府
の
管
轄
で
閣
議
決
定
さ
れ
、
各
地
方
自
治
体
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
二
五

。 

 

「
退
職
を
決
心
し
て
か
ら
、
自
分
の
働
き
た
い
環
境
づ
く
り
を
事
業
に
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」
と
語
る
の
は
、「
う
み
の
あ
お
、
そ
ら
の
あ
お
」
の
代

表
を
務
め
る
橋
本
笑
穂
氏
で
あ
る
。
彼
女
は
、
現
在
七
歳
に
な
る
子
の
母
で
あ
り
、

朝
七
時
か
ら
夜
一
〇
時
ま
で
就
業
と
通
勤
に
時
間
を
割
く
生
活
を
送
っ
て
き
た
い

わ
ゆ
る
バ
リ
キ
ャ
リ
だ
。
育
児
休
暇
取
得
制
度
や
保
育
所
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

j��N:}~\[z� �^ 
�  1� �2.e7R�>U�9? (%) 
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x�C�d 100.0 65.6 33.9 � � � 0.6 

x�C�d 100.0 58.4 40.6 15.4 16.9 8.3 1.0 
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 IV uV 

1996Q 49.1 0.12 
1999Q 56.4 0.42 
2002Q 64.0 0.33 
2004Q 70.6 0.56 
2005Q 72.3 0.50 
2006Q 88.5 0.57 
2007Q 89.7 1.56 
2008Q 90.6 1.23 
2009Q 85.6 1.72 
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2011Q 87.8 2.63 
2012Q 83.6 1.89 
2013Q 83.0 2.03 
2014Q 86.6 2.30 
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図表五 育児休暇取得制度の取得者割合(％)の推移 
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ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
、
子
育
て
支
援
を
最
大
限
活
用
す
る
も
、
そ
の
生
活
に
疑

問
を
感
じ
前
職
を
辞
め
る
。
そ
し
て
彼
女
は
、
市
民
提
案
型
協
働
事
業
制
度
に
母
親

の
就
労
支
援
に
関
す
る
企
画
を
応
募
し
、
茅
ヶ
崎
市
と
の
協
働
事
業
を
始
動
し
た
。 

 

本
章
で
は
、「
う
み
の
あ
お
、
そ
ら
の
あ
お
」
の
事
例
か
ら
支
援
策
立
案
過
程
と

実
施
状
況
、
そ
し
て
次
年
度
に
向
け
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
、
地

域
の
母
親
の
意
見
を
表
出
し
公
共
事
業
と
し
て
集
約
さ
れ
る
行
程
と
、
具
体
的
な
母

親
の
再
就
労
支
援
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
分
析
し
、
母
親
の
就
労
支
援
に
関
す
る
課
題
及

び
今
後
の
可
能
性
を
考
察
す
る
。 

  
 
 

（
１
）
茅
ヶ
崎
市
協
働
事
業 

 
 
 
 
 
 

「
働
き
た
い
マ
マ
の
た
め
の
プ
レ
お
し
ご
と
講
座
」

二
六 

 

市
民
団
体
名
「
う
み
の
あ
お
、
そ
ら
の
あ
お
」
は
、「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
、
仕

事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、
地
域
に
新
し
い
働
き
方
を
創
造
・

提
案
す
る
」
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、「
こ
れ
か
ら
働
き
た
い
マ
マ
の
た
め
の
プ

レ
お
し
ご
と
講
座
」
の
事
業
を
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。 

 

現
状
、
未
就
学
児
を
持
つ
母
親
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
①
保
育
園
に
育
児
を
任
せ

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
、
②
仕
事
か
ら
完
全
に
離
れ
育
児
に
専
念
す
る
、
の
大
き
く
二
つ

に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
団
体
は
、
こ
の
中
間
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
自
由
度

の
高
い
働
き
方
で
育
児
と
仕
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
両
立
す
る
」
と
い
う
選
択
を
も
っ
と

選
び
や
す
く
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
設
立
さ
れ
た
二
七
。 

 

子
供
が
未
就
学
児
の
頃
は
育
児
で
最
も
手
が
か
か
る
時
期
で
、
こ
の
時
期
は
母
親
が

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
考
え
直
す
時
期
で
も
あ
る
。
第
一
章
の
図
を
み
て
も
、
出
産
・
育
児

を
き
っ
か
け
に
女
性
は
働
き
方
を
転
換
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
未
就
学
児

を
持
つ
母
親
に
向
け
て
働
き
方
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
示
す
よ
う
な
講
座
を
開
く
こ
と

は
、
働
き
方
を
模
索
す
る
際
の
手
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

茅
ヶ
崎
市
の
女
性
の
働
き
方
に
関
す
る
意
識
調
査
で
は
、
全
国
に
比
べ
て
「
子
ど

も
が
で
き
て
も
、
ず
っ
と
働
く
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
を
持
つ
割
合
が
一
六
．
六

パ
ー
セ
ン
ト
低
く
、
「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
職
業
を
や
め
、
大
き
く
な
っ
た
ら
再
び

職
業
を
持
つ
方
が
よ
い
」
と
答
え
る
割
合
が
一
六
．
七
パ
ー
セ
ン
ト
高
い
こ
と
か
ら

も
、
仕
事
よ
り
育
児
を
優
先
さ
せ
た
い
女
性
が
多
い
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
二
八

。
そ

れ
に
加
え
、
も
と
も
と
認
可
保
育
園
の
待
機
状
況
も
重
な
り
、
仕
事
復
帰
に
つ
い
て

具
体
的
に
検
討
す
る
以
前
の
段
階
で
諦
め
て
い
る
人
も
多
く
い
る
二
九
。
こ
の
よ
う
な

専
業
主
婦
を
対
象
に
、
自
由
度
の
高
い
働
き
方
が
実
現
し
や
す
い
個
人
事
業
主
と
い

う
選
択
を
提
案
し
、
仕
事
復
帰
へ
の
意
欲
を
醸
成
し
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
導

く
こ
と
が
、
こ
の
団
体
の
事
業
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

具
体
的
な
事
業
概
要
と
し
て
は
、
茅
ヶ
崎
市
と
の
協
働
事
業
と
い
う
名
目
の
も
と
、

個
人
事
業
主
と
し
て
働
き
始
め
る
た
め
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
講
座
を
、
市
民
団
体
が
実
施
す
る
。
受
講
者
に
個
人
事
業
主
の
“柔
軟
な
働
き
方
”

を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
こ
れ
な
ら
で
き
る
か
も
・
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
醸
成
す
る
。
実
現
ま
で
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
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こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
導
く
こ
と
を
目
標
に
据
え
て
い
る
三
〇

。 

 
講
座
は
「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス
」「
も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
」「
お
教
室
・

サ
ロ
ン
開
業
コ
ー
ス
」
と
い
う
三
つ
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
参

加
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
と
し
て
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
講
座
を
設
置

し
、
フ
ォ
ロ
ー 

ア
ッ
プ
講
座
の
参
加
率
及
び
「
起
業
へ
の
意
欲
」
を
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
す
る
こ
と
で
、
効
果
検
証
が
行
わ
れ
る
。 

 

二
〇
一
五
年
度
の
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
施
策
の
ニ
ー
ズ
が
ど
の
程
度
あ
る
か
を
検

証
し
、
継
続
的
に
実
施
し
て
行
く
必
要
性
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
導

く
た
め
の
課
題
を
洗
い
出
し
、
次
年
度
以
降
の
計
画
策
定
に
繋
げ
る
。 

 

講
座
の
設
計
で
は
、
団
体
が
講
座
内
容
ご
と
に
も
の
づ
く
り
作
家
や
教
室
経
営
者
の

方
へ
講
師
の
依
頼
を
す
る
。
そ
し
て
、
講
師
へ
の
丁
寧
な
取
材
（
打
ち
合
わ
せ
時
間
四

時
間
）
を
通
し
て
、
個
人
事
業
主
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
く
ま
で

の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る
資
料
作
成
を
行
う
。 

 

当
日
は
団
体
メ
ン
バ
ー
と
講
師
の
対
談
形
式
で
の
講
義
が
な
さ
れ
る
。
具
体
的
な
内

容
は
（
次
頁
図
表
六
）
に
あ
る
よ
う
に
、
開
業
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や
現
在
の
ワ
ー
ク
ス

タ
イ
ル
に
つ
い
て
、
講
師
の
経
験
談
を
も
と
に
し
た
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
示
す
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
参
加
者
は
茅
ヶ
崎
市
に
在
住
の
未
就
学
児
を
持
つ
母
親
に
絞
ら
れ
、
起
業

に
向
け
て
具
体
的
に
考
え
た
こ
と
が
な
い
人
で
も
気
負
う
こ
と
な
く
聴
講
で
き
る
内

容
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
、
ス
キ
ル
の
習
得
方
法
、
広
報
活
動
、
金
銭
の
や
り
取
り
、

仕
事
・
家
庭
の
タ
ス
ク
管
理
、
家
族
か
ら
の
理
解
の
得
方
な
ど
、
漠
然
と
し
た
不
安
を

一
つ
ひ
と
つ
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
講
座
後
は
茅
ヶ

崎
市
の
協
働
推
進
事
業
と
は
別
に
、
談
会
が
開
か
れ
る
。
講
座
受
講
者
は
自
由
参
加
で

き
、
団
体
の
説
明
と
自
己
紹
介
、
講
義
内
容
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
子
育
て
、
仕
事
、

保
育
状
況
に
つ
い
て
な
ど
の
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
る
。 
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 コース内容 

ものづくりコース ものづくりの活動をしている作家を講師として、事業内容と働き方、趣味から仕
事に発展させるまでのプロセスについて話を聞き、さらに、実際にものづくりを
体験する講座。「自分も得意なことを活かして仕事ができそう。やってみたい」と
いう意識を醸成することを目的としたコース。 
! １回２時間（１回完結型）×２講座 
�� 革小物（2015 年６月 11 日(木)10～12 時） 
�� ジュエリー（2015 年６月 25 日(木)10～12 時） 
! 定員各回 20 名（企画時は定員 10 名だったが定員オーバーのため募集人数を拡大） 
! ファミリーサポート受け入れ会員による一時預かり付き 
! 参加料は、材料各費 1,000 円 
! 講座内容 
�� 開業までのプロセス（始め方のポイント） 
�� 開業までのプロセス（広げ方のポイント） 
�� 現在のワークスタイル 
�� 働く上で大切にしていること 

お教室・サロン開業 
コース 

お教室やサロンを開業している個人事業主を講師として、仕事内容と働き方、開
業するまでのプロセス、開業後に重要なポイントについて知り、「開業したい」と
いう意思を醸成することを目的としたコース。 
! １回２時間（１回完結型）×３講座 
�� ヨガ・ピラティス教室（2015 年７月９日(木)10～12 時） 
�� お料理教室（パンづくり教室）（2015 年７月 23 日(木)10～12 時） 
�� ネイルサロン（2015 年８月６日 10～12 時） 
! 定員各回 20 名（企画時は定員 10 名だったが定員オーバーのため募集人数を拡大） 
! 子ども連れで参加可能（一時預かりはなし） 
! 参加料は無料 
! 講座内容 
�� 開業までのプロセス（始め方のポイント） 
�� 開業までのプロセス（広げ方のポイント） 
�� 現在のワークスタイル 

クラウドソーシング 
コース 
 

クラウドソーシングを通じて自宅で簡単なデータ集計やレポート作成の仕事が受
託できる「スキル装着」を目的としたコース。 
! １回２時間×６回全日程参加（2015 年９月から隔週木曜 10～12 時） 
�� １回目）ビジネスマナー、ビジネスコミュニケーション、タスク管理 
�� ２・３・４回目）Excel（基本操作）※PC利用 
�� ５回目）Word（基本操作）※PC利用 
�� ６回目）クラウドソーシングや行政の就業支援サービスの紹介 
! 定員 20 名（企画時は定員 10 名だったが定員オーバーのため募集人数を拡大） 
! ファミリーサポート受け入れ会員による一時預かり付き 
! 参加料は、パソコン利用料 1,200 円とテキスト代 2,000 円の計 3,200 円 

個人事業主登録 
企業手続き勉強会 

コース参加者向けに、コース終了２ヶ月後に実施するフォローアップ講座。専門
家（行政書士）を講師として、開業する際に必要になる事務手続きの流れを学ぶ
ことにより、アクションへ移すことを目的としている。また、この講座への参加
率、及び、アンケートによる意識調査で本事業の効果検証を行う。 
! 下記の２つのテキストを使用する 
�� 神奈川県労働福祉課両立し得んグループ作成 

「女性のための起業ガイドブック」 
�� 厚生労働省作成「在宅ワーク適正な実施のためのガイドライン」 
! １回２時間（１回完結型）×２日程 
�� ものづくりコースとお教室・サロン開業コース参加者向け 
�� クラウドソーシングコース参加者向け 
! 定員なし（講座参加者からの申込） 
! 参加料は無料 
! 講義内容 
�� 開業に必要な手続き 
�� 税金に関するルールや手続き 
�� 知っておくべき法律や許認可 

 
�%�� ��
�������������	��&#����  

$�!"『平成二七年度協働推進事業公開プレゼンテーション』を参考に作成。 

 

図表六 これから働きたいママのためのプレお仕事講座コース内容 
茅ヶ崎市『平成二七年度協働推進事業公開プレゼンテーション』を参考に作成。 
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受
講
者
の
講
座
に
対
す
る
反
応
は
、
講
座
参
加
申
込
時
の
コ
メ
ン
ト
と
コ
ー
ス
毎
に

行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
全
講
座
を
通
し
て
受
講
者
の
満
足
度
は
高
い
こ
と
が
わ
か

る
（
下
図
表
七
）。
自
由
回
答
に
は
、「
机
上
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
金
額

設
定
の
方
法
な
ど
を
知
れ
て
イ
メ
ー
ジ
が
湧
け
た
」「
少
人
数
で
聞
き
た
い
こ
と
が

聞
け
た
」
な
ど
、
経
験
談
に
よ
る
具
体
的
な
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
評

価
す
る
意
見
が
多
い
一
方
で
、「
や
は
り
子
供
と
の
参
加
で
聞
け
な
い
こ
と
が
多
数

だ
っ
た
」と
い
う
意
見
も
み
ら
れ
た
。子
供
連
れ
で
の
参
加
も
受
け
付
け
た
こ
と
で
、

母
親
が
受
講
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
マ
イ
ナ
ス
に
影
響
し

た
受
講
者
も
い
た
よ
う
だ
。 

 

次
に
、
就
業
意
欲
の
変
化
（
次
頁
図
表
八
）
を
み
る
と
、
受
講
者
は
も
と
も
と
働

き
た
い
意
欲
が
強
い
人
が
多
く
、
講
座
を
受
け
て
就
業
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
働
き
方
イ
メ
ー
ジ
、
行
動
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
か
ら
は
、
受
講
前

よ
り
も
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
働
き
方

イ
メ
ー
ジ
が
「
あ
る
」「
な
ん
と
な
く
あ
る
」
の
回
答
数
は
合
計
八
四
．
二
パ
ー
セ

ン
ト
、
行
動
イ
メ
ー
ジ
が
「
あ
る
」「
な
ん
と
な
く
あ
る
」
の
回
答
数
は
合
計
八
〇
．

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
約
八
割
の
受
講
者
が
「
緩
や
か
に
働
く
」
こ
と
を
自

分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
残

り
の
二
割
は
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
て
い
な
い
（
次
頁
図
表
九
）（
次
頁
図
表

一
〇
）。
し
か
し
、
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
緩
や
か
に
働
く
」
働
き
方

を
知
り
、
自
分
に
は
合
わ
な
い
働
き
方
と
し
て
選
択
肢
を
消
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
働
く
こ
と
を
模
索
す
る
な
か
で
意
義
が
あ
る
と
市
民
団
体
は
考
え
て
い
る
三
一

。

就
業
に
あ
た
っ
て
の
不
安
で
は
、「
自
身
の
適
正
・
能
力
・
ス
キ
ル
に
つ
い
て
不
安

が
あ
る
」
が
も
っ
と
も
大
き
い
不
安
で
あ
っ
た
。
次
に
、「
資
金
」
と
「
保
育
」
と

な
っ
て
い
る
。「
講
座
を
受
け
て
行
動
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
た
が
、
そ
れ
で
も
自
分
に

で
き
る
か
不
安
」
と
い
う
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。 
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図表八 就業意欲の変化 

図表九 働き方イメージの変化 

図表一〇 行動イメージの変化 

図表八 — 一〇  
受講者のアンケートをもとに、
市民団体代表の橋本氏が作成。 
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母
親
の
プ
レ
お
し
ご
と
講
座
と
し
て
の
意
義
と
課
題
を
小
括
す
る
。 

 

参
加
し
た
受
講
者
に
と
っ
て
の
意
義
と
し
て
は
、
①
課
題
を
自
ら
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
住
民
が
啓
発
さ
れ
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
を
作
る
、
②
安
い

コ
ス
ト
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
③
同
じ
目
的
を
も
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
で
き
る
、
④
行
政
へ
声
を
あ
げ
る
窓
口
と
な
る
と
い
う
四
つ
が
あ
る
。
ま
た
、

講
座
内
容
の
働
き
方
は
で
き
な
い
と
感
じ
た
受
講
者
に
と
っ
て
は
、
働
き
方
の
選
択

肢
を
ひ
と
つ
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
。
一
方
で
、
課
題
と
し
て
は

①
ニ
ー
ズ
の
対
象
者
が
絞
ら
れ
て
い
る
、
②
小
規
模
の
実
施
な
の
で
倍
率
が
高
い
、

③
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
は
効
果
的
だ
が
、
実
際
に
自
分
で
働
く
際
の
支
援
と
し

て
は
不
十
分
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

団
体
に
と
っ
て
の
意
義
と
し
て
は
、
講
座
実
施
を
通
じ
て
子
育
て
中
の
女
性
の

「
柔
軟
な
働
き
方
」
へ
の
ニ
ー
ズ
が
大
き
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
さ
ら
に
「
柔
軟
な

働
き
方
」
が
選
び
や
す
い
社
会
の
実
現
に
む
け
て
の
課
題
や
必
要
な
支
援
内
容
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
柔
軟
な
働
き
方
」
を
選
び
や
す
く
す
る
た
め

の
課
題
と
し
て
以
下
の
５
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
三
二

。
①
「
柔
軟
な
働
き
方
」
に
つ

い
て
の
情
報
の
不
足
、
②
「
柔
軟
な
働
き
方
」
を
実
現
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
機
能

の
不
足
、
③
柔
軟
に
働
け
る
仕
事
の
不
足
、
④
柔
軟
に
働
く
場
所
の
不
足
、
⑤
保
育

環
境
の
不
足
。
市
民
団
体
が
す
べ
て
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
団
体
の
規
模
か

ら
し
て
難
し
く
、
且
つ
既
に
他
の
団
体
や
行
政
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
民
団
体
は
被
支
援
者
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
し
て
、
す
で

に
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
紹
介
し
、
そ
れ
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
に
関

し
て
は
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
体
制
が
望
ま
し
い
の
で
は
な

い
か
。 

 

協
働
事
業
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
と
し
て
、
団
体
は
次
段
階
の
構
想
・
企
画
を
二

〇
一
六
年
度
二
〇
一
七
年
度
実
施
の
協
働
推
進
事
に
業
二
カ
年
計
画
と
し
て
提
案

し
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
末
に
事
業
実
施
と
し
て
採
択
さ
れ
た
三
三

。 

 

二
〇
一
五
年
度
事
業
実
施
の
経
験
を
活
か
し
て
、
柔
軟
な
働
き
方
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
や
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
、
子
育
て
中

の
女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
選
択
し
や
す
く
、
長
期
的
な
視
点
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図表一一 就業にあたっての不安 
受講者のアンケートをもとに、市
民団体代表の橋本氏が作成。 
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で
柔
軟
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
具
体

的
事
業
内
容
と
し
て
は
、
引
き
続
き
「
こ
れ
か
ら
働
き
た
い
マ
マ
の
た
め
の
プ
レ
お

し
ご
と
講
座
」
の
実
施
を
す
る
。
そ
れ
に
加
え
「
こ
れ
か
ら
働
き
た
い
マ
マ
の
た
め

の
起
業
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
新
た
な
講
座
を
始
め
る
三
四

。
従
来
の
講
座
内
容
で
は
柔

軟
な
働
き
方
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
受
講
者
が
実
際

に
起
業
す
る
ま
で
に
枠
を
広
げ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
つ
く
る
の
で
あ
る
。
二
〇

一
六
年
度
は
、
起
業
サ
ポ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
募
集
方
法
な
ど
の
検
討
及
び
実
施

計
画
の
策
定
を
し
、
二
〇
一
七
年
度
の
実
施
を
目
指
し
て
い
る
三
五

。 

 

ま
た
、
新
た
な
事
業
と
し
て
「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
が
構
想
さ

れ
て
い
る
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
は
在
宅
で
で
き
る
事
務
作
業
や
内
職
な
ど
の
こ
と

を
指
す
。
雇
用
労
働
課
と
の
協
働
事
業
を
通
じ
て
茅
ヶ
崎
市
界
隈
の
企
業
が
労
働
力

不
足
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
団
体
の
代
表
者
で
あ
る
橋
本
氏
は
企
業
か
ら

事
務
作
業
を
引
き
出
し
、
主
婦
に
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
の
で
は
と
考

え
、
新
た
な
事
業
と
し
て
検
討
を
し
て
い
る
三
六
。
二
〇
一
六
年
度
で
は
、
協
働
事
業

と
し
て
企
業
と
の
連
携
を
構
築
す
る
た
め
の
調
査
が
実
施
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
茅
ヶ
崎
市
市
民
協
働
推
進
事
業
「
う
み
の
あ
お
、
そ
ら
の
あ
お
」

は
、
受
講
者
の
声
や
市
役
所
と
の
連
携
を
活
か
し
な
が
ら
、
母
親
の
再
就
労
支
援
事

業
を
醸
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
く
み
と
り
、
市
と
の
信

頼
を
地
道
に
構
築
し
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
支
援
事
業
だ
と
考
え
る
。
支
援
策
が
実

現
す
る
ま
で
の
市
民
団
体
員
の
思
考
の
流
れ
や
市
役
所
と
の
協
働
の
様
子
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
企
業
や
行
政
も
巻
き
込
ん
で
、
母

親
の
働
き
方
を
模
索
で
き
る
基
盤
づ
く
り
の
方
法
を
考
察
す
る
。 

  
 
 

（
２
）
本
事
業
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
と
市
民
団
体
の
協
働
の
様
子 

 

本
節
で
は
、
茅
ヶ
崎
市
市
民
提
案
型
協
働
推
進
事
業
に
よ
っ
て
母
親
の
就
労
支
援

策
が
実
現
し
て
い
く
ま
で
の
過
程
を
追
い
、
新
し
い
公
共
と
し
て
の
支
援
の
意
義
・

課
題
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
考
察
す
る
三
七

。
ヒ
ア
リ
ン
グ

は
、
市
民
団
体
の
代
表
者
、
本
事
業
の
関
係
課
で
あ
る
男
女
共
同
参
画
課
と
雇
用
労

働
課
、
協
働
推
進
事
業
を
管
轄
す
る
市
民
自
治
推
進
課
、
計
四
名
に
行
っ
た
。
そ
の

地
域
特
有
の
条
件
を
抱
え
る
母
親
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
就
労
支
援
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
当
事
者
か
ら
の
声
を
集
約
し
な
が
ら
支
援
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
と
い
う
仮
説
の
も
と
、
協
働
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
項
目
は
、
右
の
五
つ
で
あ
る
。 

 

 

①

従
来
ま
で
担
当
課
と
し
て
母
親
の
就
労
継
続
支
援
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
か 

②

協
働
推
進
事
業
と
な
る
ま
で
の
流
れ 

③

実
施
の
際
の
協
働
の
様
子 

④

協
働
事
業
に
取
り
組
ん
だ
意
義
や
課
題 

⑤

今
後
の
展
開 
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①	 
従
来
ま
で
担
当
課
と
し
て
母
親
の
就
労
継
続
支
援
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
か 

 

従
来
実
施
し
て
い
た
も
の
は
、
男
女
共
同
参
画
課
の
単
独
事
業
と
し
て
は
エ
ク
セ

ル
初
期
講
習
会
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
関
す
る
講
習
会
、
神
奈
川
県
と
男
女

共
同
参
画
課
の
共
催
と
し
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
両
立
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ワ

ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
応
援
セ
ミ
ナ
ー
、
雇
用
労
働
課
と
男
女
共
同
参
画
課
の
共
催
と
し

て
は
、
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
た
。 

 

母
親
の
就
労
支
援
に
関
す
る
課
題
に
対
し
て
雇
用
労
働
課
は
、「
子
ど
も
を
預
け

て
仕
事
に
い
く
と
い
う
従
来
型
の
雇
用
の
概
念
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
も
子
ど
も
を
預
け
る
場
所
が
な
い
た
め
、
就
職
ま
で
に
繋
が
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
た
三
八

。 

 

仕
事
に
主
軸
を
お
き
た
い
母
親
や
育
児
が
一
段
落
し
働
く
意
欲
が
強
い
母
親
に

対
す
る
支
援
の
必
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
育
児
で
仕
事
に
ま
で
手

が
ま
わ
ら
な
い
母
親
や
、
ブ
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
働
く
こ
と
に
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱

え
る
母
親
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
支
援
は
、
茅
ヶ
崎
市
役
所
内
で
重
要
な
問
題
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
る
母

親
は
多
く
潜
在
し
て
い
て
も
、
当
事
者
自
身
も
問
題
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、

う
や
む
や
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

従
来
、
本
事
業
に
近
い
取
り
組
み
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
課
は
生
涯
学
習
、
雇

用
労
働
課
は
就
業
支
援
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
生
涯
学
習
は
主
に
高
齢
者
を
対
象

と
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
趣
味
の
傾
向
が
つ
よ
い
。
一
方
で
雇
用
労
働
課

の
取
り
組
み
は
、
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
課
に
も
関
連
は

あ
る
が
分
野
を
横
断
し
て
い
る
た
め
、
単
独
の
課
で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
長
所
を
活
か
し
た
事
業
が
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
市

民
団
体
が
糊
の
役
割
と
な
っ
て
、
市
の
協
働
事
業
と
し
て
母
親
の
再
就
労
支
援
の
企

画
実
施
を
実
現
し
た
点
を
抽
出
す
る
。 

②
協
働
事
業
と
な
る
ま
で
の
流
れ 

 

【
着
想
段
階
】 

 

市
民
団
体
は
二
〇
一
四
年
七
月
一
日
に
結
成
さ
れ
た
。
茅
ヶ
崎
市
ア
イ
デ
ア
公
募

に
応
募
す
る
際
に
、
市
民
団
体
で
あ
る
こ
と
が
条
件
に
あ
っ
た
た
め
結
成
に
至
る
。

団
体
員
は
当
初
女
性
三
名
で
、
前
職
の
同
僚
で
マ
マ
友
達
で
も
あ
る
関
係
で
あ
る
。 

 

代
表
は
、
前
職
の
継
続
に
限
界
を
感
じ
、
退
職
を
決
意
す
る
。
そ
の
際
に
理
想
の

働
き
場
と
し
て
保
育
付
き
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
着
想
し
た
三
九
。
そ
の
よ
う

な
環
境
が
な
い
な
ら
、
自
ら
そ
の
環
境
づ
く
り
を
事
業
に
し
よ
う
と
試
み
メ
ン
バ
ー

と
議
論
を
す
る
が
、
構
想
段
階
で
企
業
か
行
政
か
ら
の
補
助
が
必
要
だ
と
判
明
し
た
。 

 

そ
こ
で
茅
ヶ
崎
市
に
、
そ
の
着
想
し
た
事
業
の
取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
に
協

力
を
得
た
い
旨
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
市
民
自
治
推
進
課
か
ら
市
民
提
案
型
協

働
推
進
事
業
を
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
募
集
要
綱
を
確
認
し
た
際
に
、
一
事
業
に

対
す
る
市
の
負
担
額
が
二
〇
〇
万
円
上
限
と
な
っ
て
お
り
、
保
育
を
扱
う
規
模
と
見

合
わ
な
い
た
め
、
保
育
分
野
を
い
れ
た
提
案
を
断
念
す
る
。 
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当
初
の
構
想
し
て
い
た
目
的
は
達
成
で
き
な
い
が
、
提
案
内
容
を
金
額
上
限
に
見

合
う
も
の
に
変
更
し
、
ア
イ
デ
ア
ベ
ー
ス
な
も
の
を
提
案
す
る
。
具
体
的
に
は
、
簡

易
で
非
常
設
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
働
き
た
い
人
が
そ
こ

に
集
い
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
い
う
内
容
が
初
期
段
階
の
提
案

で
あ
る
四
〇

。 

【
意
見
交
換
会
】 

 

意
見
交
換
会
で
は
初
期
提
案
を
も
と
に
、
市
民
自
治
推
進
課
が
関
連
課
と
し
て
選

出
し
た
男
女
共
同
参
画
課
、
雇
用
労
働
課
、
子
育
て
支
援
課
と
市
民
団
体
が
顔
合
わ

せ
を
し
、
事
業
提
案
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
協
議
を
行
う
。
そ
こ
で
、
各
担
当
課

は
協
働
す
る
妥
当
性
や
地
域
ニ
ー
ズ
の
視
点
か
ら
議
論
を
交
わ
し
、
協
働
の
合
意
形

成
を
行
う
。
市
民
団
体
が
提
案
し
た
事
業
に
対
し
、
担
当
課
は
可
能
な
こ
と
と
不
可

能
な
こ
と
を
意
見
し
、
可
能
な
こ
と
の
な
か
で
方
向
性
が
決
ま
っ
て
い
っ
た
四
一

。
具

体
的
に
は
、
茅
ヶ
崎
市
に
作
業
所
を
利
用
し
た
い
人
が
少
な
い
点
と
、
制
度
上
の
問

題
を
指
摘
さ
れ
た
。
意
見
交
換
会
を
受
け
て
、
担
当
課
は
、
そ
の
団
体
と
協
働
す
る

か
ど
う
か
を
決
め
る
。
子
育
て
支
援
課
は
協
働
の
対
象
か
ら
は
外
れ
た
。 

 

意
見
交
換
会
を
経
て
市
民
団
体
は
、
働
く
場
を
つ
く
る
以
前
に
、
そ
も
そ
も
働
き

た
い
け
ど
仕
事
が
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
の
も
と
、
少
し
ず
つ

働
き
た
い
と
い
う
母
親
向
け
に
、
働
き
方
や
仕
事
を
創
出
・
提
供
す
る
と
い
う
方
向

に
シ
フ
ト
し
た
。
そ
の
議
論
の
過
程
で
、
市
民
団
体
の
メ
ン
バ
ー
内
で
「
働
く
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
市
民
団
体
内
で
再
定
義
が
行
わ
れ
る
。 

【
正
式
な
事
業
提
案
書
の
提
出
四
二

】 

 
正
式
な
事
業
提
案
書
で
は
、
事
業
内
容
だ
け
で
な
く
市
と
の
協
働
の
あ
り
方
も
定

義
さ
れ
る
。
協
働
の
必
要
性
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
市
民
団

体
メ
ン
バ
ー
は
主
婦
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明
会
の
事
務
局
、
親
子
向
け
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
企
画
運
営
の
経
験
が
あ
る
た
め
、企
画
・
運
営
の
ス
キ
ル
が
あ
る
。一
方
、

 2 
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図表一二 協働推進事業実施決定までのフロー 
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二〇一二年より作成。 
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
い
う
専
門
的
な
知
見
は
な
い
た
め
、
男

女
共
同
参
画
課
の
知
見
と
併
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
企
画
を
設
計
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
既
に
行
政
の
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、

子
育
て
中
の
母
親
に
は
充
分
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス
の
紹
介
を
行
う
。
具
体
的
且
つ
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
、
雇
用
労
働

課
と
協
働
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

協
働
に
よ
る
相
乗
効
果
は
、
就
業
支
援
や
子
育
て
支
援
に
お
い
て
不
足
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
が
沢
山
あ
る
な
か
で
、
未
就
学
児
を
育
て
る
専
業
主
婦
と
多
く
接
点
を
持

つ
こ
と
で
拾
い
上
げ
た
ニ
ー
ズ
を
、
市
民
団
体
内
だ
け
に
と
ど
め
ず
、
行
政
や
他
団

体
と
共
有
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
本
事
業
を
通
じ
て
、
既
存
の
就
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
・
利
用
促
進
が
見
込

め
る
。 

【
協
働
の
役
割
分
担
】 

 

市
民
団
体
が
果
た
す
役
割
は
、
①
講
座
の
設
計
と
講
師
ア
サ
イ
ン
、
②
チ
ラ
シ
等

の
広
報
物
作
成
、③SN

S

や
各
種
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
出
稿
に
よ
る
広
報
問
い
合
わ
せ

対
応
や
申
込
者
へ
の
連
絡
、
④
当
日
使
用
資
料
の
作
成
や
印
刷
、
⑤
当
日
の
会
場
設

営
や
運
営
、
⑥
事
業
全
体
の
振
り
返
り
資
料
作
成
、
⑦
事
業
全
体
の
振
り
返
り
資
料

作
成
が
規
定
さ
れ
た
。 

 

市
に
期
待
す
る
役
割
は
、
①
「
ち
が
さ
き
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
の
基
本

思
想
や
過
去
実
施
し
た
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
事
業
の
知
見
の
共
有
、
②
会
場
の

提
供
、
③
パ
ソ
コ
ン
講
座
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
団
体
へ
の
接
続
、
④
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ

ン
グ
の
講
座
に
お
け
る
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、
と
取
り
決

め
ら
れ
た
。 

【
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
準
備
】 

 

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
、
担
当
課
と
市
民
団
体
に
よ
っ
て
意
見
の

擦
り
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
担
当
課
の
掲
げ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
参
考
に
し
、
自
分
た

ち
が
や
り
た
い
こ
と
と
で
き
る
こ
と
、
市
が
や
っ
て
欲
し
い
こ
と
、
課
と
し
て
実
現

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
な
る
よ
う
に
意
味
付
け
を
し
て
い
く

作
業
を
し
た
。
そ
の
際
に
重
要
と
な
っ
た
の
は
、
茅
ヶ
崎
市
の
基
本
総
合
計
画
で
あ

る
。
各
課
で
掲
げ
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
と
に
、
協
働
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

と
っ
て
事
業
の
何
が
価
値
な
の
か
言
語
化
す
る
。 

【
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
四
三

】 

 

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
事
業
の
本
質
と
い
う
よ
り
は
団
体
の
運
営
力

に
つ
い
て
問
わ
れ
た
。
市
民
活
動
推
進
委
員
会
に
よ
っ
て
、
市
民
活
動
団
体
と
市
役

所
担
当
課
双
方
に
質
問
が
さ
れ
、
事
業
が
審
査
さ
れ
る
。
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て

は
事
業
の
内
容
に
関
し
て
の
質
問
が
さ
れ
、
担
当
課
に
対
し
て
は
事
業
や
市
民
活
動

団
体
の
信
頼
性
に
関
す
る
質
問
が
さ
れ
て
い
た
。 

 

市
民
活
動
推
進
委
員
会
と
い
う
第
三
者
か
ら
の
評
価
を
受
け
る
場
を
つ
く
る
こ

と
で
、
市
民
活
動
団
体
と
市
役
所
が
対
等
な
立
場
で
協
力
す
る
関
係
を
醸
成
す
る
と

と
も
に
、
担
当
課
に
は
市
役
所
と
し
て
協
働
事
業
を
実
施
す
る
責
任
を
も
た
せ
る
効
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果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

【
検
討
会
】 

 

市
民
活
動
団
体
の
検
討
会
は
、
非
公
開
で
事
業
内
容
・
予
算
の
適
否
な
ど
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
非
公
開
す
る
理
由
は
、
上
辺
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
対
象
事
業
を
自

由
に
議
論
し
、
委
員
が
よ
り
深
い
分
析
を
す
る
た
め
で
あ
る
四
四

。 

③
実
際
の
協
働
の
様
子 

 

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
点
で
予
算
や
実
施
計
画
が
事
細
か
に
定
ま
っ

て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
従
っ
て
事
業
実
施
が
な
さ
れ
た
。
月
に
二
〜
三
回
市
民
団
体

と
関
係
課
が
集
ま
っ
て
定
例
会
が
行
わ
れ
、
日
程
調
整
な
ど
の
具
体
的
な
事
務
の
確

認
、
広
報
・
配
布
資
料
の
確
認
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
茶
話
会
の
内
容
共
有
な
ど
を

話
さ
れ
た
。 

④
協
働
事
業
に
取
り
組
ん
だ
意
義
や
課
題 

 

市
民
団
体
か
ら
み
た
意
義
と
し
て
は
、
①
知
見
の
蓄
積
と
人
脈
の
形
成
等
の
市
民

団
体
と
し
て
の
実
績
を
得
る
、
②
市
か
ら
の
お
墨
付
き
が
あ
る
の
で
信
頼
を
得
ら
れ

る
、
③
市
報
な
ど
行
政
独
自
の
広
報
媒
体
を
利
用
し
た
広
報
が
で
き
る
、
が
挙
げ
ら

れ
た
四
五

。
一
方
で
、
市
民
団
体
の
行
動
源
は
「
共
感
」
だ
け
な
の
で
人
材
の
確
保
が

難
し
い
と
い
う
点
、
見
通
し
の
立
た
な
い
中
で
一
年
間
の
事
業
計
画
を
た
て
る
難
し

さ (

講
師
の
ア
サ
イ
ン
・
資
料
作
り
の
労
力
換
算
の
ミ
ス)

を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い

た
。
こ
の
協
働
事
業
で
は
、
金
銭
面
に
関
し
て
は
予
算
に
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
ゆ
と

り
を
も
た
せ
市
民
団
体
に
支
給
さ
れ
、
そ
の
範
囲
内
で
想
定
外
の
事
柄
に
対
応
す
る

よ
う
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
一
年
間
の
事
業
計
画
を
た
て
る
難
し
さ
は
、
金
銭

面
に
お
い
て
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
労
働
力
の
面
で
事
業
計
画
を
た
て
る

こ
と
が
難
し
く
、
常
に
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
見
受
け
ら
れ
た
。
一
部
の
市
民
団
体
員

に
タ
ス
ク
が
集
中
し
、
常
に
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
市
役
所
や
他

の
市
民
団
体
員
に
、
団
体
の
理
念
や
仕
事
内
容
を
し
っ
か
り
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
タ
ス
ク
の
分
散
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

行
政
か
ら
み
た
意
義
と
は
、
①
支
援
実
施
が
当
事
者
な
た
め
住
民
と
対
等
な
関
係

が
形
成
さ
れ
て
、
当
事
者
の
意
見
が
引
き
出
さ
れ
や
す
い
、
②
知
ら
れ
て
い
な
い
行

政
の
支
援
を
当
事
者
に
届
け
る
窓
口
と
な
る
、
③
少
な
い
コ
ス
ト
で
柔
軟
に
事
業
を

展
開
で
き
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
従
来
、
行
政
が
同
じ
よ
う
な
講
座
を
開
い
て
も

来
な
い
よ
う
な
若
い
世
代
の
女
性
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
広
報
の

際
に
講
座
内
容
を
記
載
す
る
の
で
は
な
く
、
対
象
を
的
確
に
指
定
し
目
的
（
働
く
き

っ
か
け
づ
く
り
）
を
明
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
講
座
後
行
わ
れ
た
座
談
会
で

は
、
市
民
団
体
の
メ
ン
バ
ー
と
受
講
者
が
同
じ
母
親
と
い
う
立
場
で
話
す
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
を
聴
取
で
き
る
。
一
方
で
、
通
常
業
務
に
加
え

て
業
務
が
増
え
る
た
め
行
政
職
員
の
負
担
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
。 

協
働
の
様
子
か

ら
、
以
下
の
こ
と
が
小
括
で
き
る
。 

 

協
働
に
よ
っ
て
、従
来
型
の
雇
用
の
概
念
し
か
な
い
市
役
所
に「
柔
軟
な
働
き
方
」

の
概
念
を
と
り
い
れ
た
事
業
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
事
業
に

よ
っ
て
得
た
知
見
や
効
果
が
及
ぼ
す
範
囲
は
一
部
の
担
当
課
職
員
に
留
ま
り
、
市
役
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所
全
体
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
四
六
。
そ
の
た
め
に
は
、
担
当
課
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
だ
け
で
な
く
、
市
議
会
や
市
長
へ
の
陳
情
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

市
民
提
案
型
事
業
の
場
合
、
初
年
度
は
知
見
の
収
集
に
重
き
を
置
か
れ
た
事
業
と

な
り
や
す
い
。
市
民
団
体
か
ら
す
る
と
、
市
と
の
協
働
事
業
の
た
め
確
実
な
成
果
を

だ
す
た
め
、
提
案
の
際
に
は
事
業
目
的
を
低
い
段
階
に
と
ど
め
る
。
一
方
担
当
課
か

ら
す
る
と
、
単
独
事
業
で
は
ニ
ー
ズ
が
確
実
に
あ
る
範
囲
に
し
か
対
応
で
き
な
い
が
、

不
確
定
要
素
の
あ
る
新
た
な
企
画
で
も
予
算
が
つ
く
た
め
、
実
験
的
な
事
業
を
で
き

る
四
七

。
そ
の
た
め
、
ニ
ー
ズ
の
検
証
と
事
業
の
問
題
の
洗
い
出
し
と
い
う
段
階
に
目

的
を
お
い
た
事
業
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
市
民
推
進
委
員
会
の
評
価
で
は
、
実
際
に

受
講
者
の
な
か
で
個
人
事
業
主
と
し
て
働
く
人
は
い
る
の
か
と
い
う
点
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
四
八
。
そ
こ
で
実
施
の
際
に
は
、
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
っ
た
か
と
い
う
点

に
評
価
を
お
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ら
に
個
人
事
業
主
と
し
て
働
き
始
め
た

人
の
集
計
ま
で
シ
ビ
ア
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
展
開
に
必
要

で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
提
案
の
際
に
は
、
市
民
団
体
が
提
案
し
た
い
事
業
を
関
係
課
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
あ
て
は
め
、
相
手
の
特
性
を
引
き
出
す
作
業
を
す
る
。
こ
れ
は
、
構
想
し
て
い

る
事
業
が
ど
の
課
と
近
い
の
か
を
知
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
が
、
こ
う
し
た
担
当
課

の
わ
り
ふ
り
や
総
合
基
本
計
画
へ
の
あ
て
は
め
は
、
市
民
団
体
の
案
の
可
能
性
を
狭

め
て
し
ま
う
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。 

 

協
働
事
業
と
し
て
当
事
者
が
運
営
に
入
る
こ
と
で
、
①
行
政
へ
参
加
す
る
住
民
の

層
が
変
わ
る
、
②
対
等
な
関
係
の
形
成
に
よ
り
、
気
軽
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
と
な
り
、
行
政
が
聞
け
な
か
っ
た
生
身
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。 

 

協
働
の
様
子
か
ら
の
課
題
は
、
一
事
業
に
対
す
る
負
担
金
の
上
限
が
決
ま
っ
て
い

て
規
模
が
限
ら
れ
る
た
め
、
資
金
が
分
散
し
、
必
要
な
支
援
に
十
分
な
分
配
が
で
き

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
協
働
の
出
口
を
ど
こ
に
お
く

か
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。 

三
、
協
働
事
業
に
よ
る
当
事
者
主
体
の
仕
組
み
づ
く
り 

 

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
多
様
化
す
る
地
域
ニ
ー
ズ
や
複
雑
化
す
る
地
域
課
題

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
行
政
が
単
独
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
に
は
、
効
率
面
や
効
果
面
に
お
い
て
限
界
が
あ
る
。
行
政
と
市
民
団
体
や
民
間

団
体
が
協
働
す
る
こ
と
は
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
自
立
型
地
域
社
会
の
構
築
の
面
に
お
い
て
意
義
が
あ
る
と

さ
れ
る
。 

 

今
回
、
市
と
市
民
団
体
の
協
働
推
進
事
業
の
事
例
を
通
し
て
、
当
事
者
が
支
援
に

関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
事
者
の
意
見
を
表
出
さ
せ
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま

た
、
母
親
の
就
労
支
援
の
特
徴
と
し
て
、
母
親
が
抱
え
る
就
労
に
対
す
る
問
題
は
複

合
的
に
か
ら
み
あ
い
、
漠
然
と
し
た
不
安
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
複
合
的
な

問
題
を
抱
え
る
人
に
は
分
野
横
断
的
に
問
題
を
解
決
す
る
、
伴
走
型
支
援
が
必
要
だ

ろ
う
。
よ
っ
て
以
下
、
母
親
の
就
労
支
援
を
各
自
治
体
で
広
め
る
た
め
の
方
策
を
先
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行
研
究
か
ら
考
察
す
る
。 

  
 
 

（
１
）
地
域
の
母
親
に
対
す
る
伴
走
型
支
援
事
業
の
展
開 

 

未
就
学
児
を
持
つ
母
親
は
、
働
き
は
じ
め
る
こ
と
に
対
し
て
い
く
つ
も
の
生
活

課
題
が
重
層
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
事
業
主
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
際

は
、
税
や
手
続
き
、
マ
ナ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
概
念
等
横
断

的
な
知
識
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
母
親
へ
の
就
労
支
援
と
し
て
「
伴
走
型

支
援
」
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
四
九
。 

 

伴
走
型
支
援
と
は
、
支
援
困
難
事
例
の
生
活
困
難
者
は
定
型
化
さ
れ
確
立
し
た

支
援
の
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
機
能
に
本
人
側
が
近
づ
か
な
い
、
近
づ
け
な
い

場
合
に
、
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
と
本
人
を
繋
げ
る
た
め
の
支
援
を
指
す
。
自
助
・
互

助
機
能
が
衰
退
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
そ
の
人
に
寄
添
う
性
格
を
持
ち
、
日
常

的
な
関
わ
り
が
求
め
ら
れ
る
点
で
相
談
機
能
と
区
別
す
る
五
〇

。
こ
の
生
活
困
難
者

の
支
援
策
を
、母
親
の
就
労
支
援
に
広
く
汎
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

そ
の
際
に
、
違
う
条
件
を
持
つ
就
労
支
援
と
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
母
親

が
働
く
こ
と
が
難
し
い
理
由
は
、
個
人
の
ス
キ
ル
・
知
識
よ
り
も
、
自
分
中
心
で

は
な
く
子
ど
も
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
ま
た
、
母

親
は
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
え
る
も
明
確
な
自
覚
が
な
い
た
め
、
生
活
困
難
者
支

援
に
自
ら
支
援
を
受
け
に
い
く
に
は
壁
が
あ
る
。
支
援
内
容
を
広
報
す
る
だ
け
で

な
く
、
支
援
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
啓
蒙
が
あ
る
の
か
を
想
像

し
や
す
い
広
報
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

  
 
 
(

２)

行
政
と
当
事
者
の
協
働
に
よ
る
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握 

 

先
行
研
究
で
は
、「
ニ
ー
ズ
を
持
つ
住
民
」「
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
」「
行
政
」
の

関
係
性
に
着
目
し
、
ニ
ー
ズ
を
持
つ
住
民
へ
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
く
状
態

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
間
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
関
係
性
へ
の

支
援
で
あ
る
「
地
域
中
間
支
援
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
中

間
支
援
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
地
域
の
課
題
、
制
度
に
関
す
る

情
報
な
ど
を
収
集
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
五
一

。 

 

先
行
研
究
で
は
、
孤
立
す
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
支
援
を
事
例
と
し
て
い
る

が
、
未
就
学
児
を
持
つ
母
親
へ
の
支
援
も
「
う
み
の
あ
お
、
そ
ら
の
あ
お
」
が
地

域
中
間
支
援
と
し
て
横
断
的
に
主
体
間
を
繋
げ
る
こ
と
で
地
域
に
お
け
る
再
就

労
支
援
を
段
階
的
に
醸
成
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
若
い
世
代
は
忙

し
く
公
共
に
生
活
の
時
間
を
割
け
る
人
は
少
な
い
。
茅
ヶ
崎
市
の
市
民
提
案
型
事

業
へ
の
提
案
も
高
齢
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
若
い
世
代
が
行
政
の
取
り
組
み

に
参
画
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 お
わ
り
に 

 

安
倍
政
権
で
は
、
新
三
本
の
矢
と
し
て
「
女
性
の
活
躍
」
を
掲
げ
て
い
る
。
保
育

所
の
増
設
や
女
性
管
理
職
の
三
割
達
成
、
妊
娠
に
よ
る
減
給
の
取
り
締
ま
り
な
ど
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様
々
な
対
処
が
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
結
婚
・
妊
娠
・
第
二
子
の
妊
娠
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
き
っ
か
け
で
退
職
す
る
女
性
が
存
在
す
る
。
な
ぜ
彼
女
た
ち
は
、
退
職
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
男
性
と
同
じ
よ
う
に
働
く
こ
と
を
推
奨
さ
れ
、
与
え
ら
れ

た
場
所
で
そ
こ
に
あ
て
は
ま
ろ
う
と
し
、
自
分
の
権
利
や
思
い
を
主
張
し
き
れ
な
い

女
性
た
ち
の
弱
さ
に
あ
る
。
従
来
、
家
庭
的
労
働
を
担
っ
て
い
た
女
性
の
活
用
が
謳

わ
れ
る
も
、
彼
女
た
ち
は
そ
れ
に
見
合
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
負
い
目
を

前
に
、
公
に
声
を
上
げ
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
。 

 

多
様
な
人
材
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
居
住
地
域
で
家
庭
的
労
働
を
負
担
す
る
責

任
を
負
う
労
働
者
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
人
た
ち
が
働
く
こ
と
が
で
き
る
支
援
制
度

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
こ
の
支
援
を
普
及
す
る
こ
と
で
、
仕
事
に
軸
足
を
置
く
人
に

は
子
育
て
へ
の
敷
居
を
低
く
し
、
家
庭
に
軸
足
を
置
く
人
に
は
働
く
こ
と
へ
の
敷
居

を
低
く
し
、
最
終
的
に
は
社
会
と
家
庭
を
緩
や
か
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
基
礎
自
治

体
が
抱
え
る
課
題
の
包
括
的
な
解
決
に
通
ず
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

本
研
究
で
は
、
茅
ヶ
崎
市
の
家
庭
に
軸
足
を
置
い
て
働
き
た
い
マ
マ
を
対
象
と
し

て
、
働
き
始
め
る
き
っ
か
け
を
作
る
支
援
に
参
加
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
支
援
事
業
参

加
を
通
し
て
、
母
親
の
就
労
支
援
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
を
追
っ
た
。
そ
し
て
、
ニ
ー

ズ
を
持
っ
た
住
民
が
関
わ
る
こ
と
で
地
域
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
や
す
く
な
る
こ
と
、
就

労
を
考
え
る
母
親
に
は
定
型
型
支
援
の
み
で
な
く
、
伴
走
型
支
援
が
有
効
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
た
。 

 

ま
た
、
地
域
中
間
支
援
団
体
で
は
、
横
断
的
な
知
識
を
必
要
と
し
、
課
題
を
抱
え

る
人
に
対
し
て
問
題
を
的
確
に
把
握
し
、
既
存
の
定
型
型
支
援
へ
と
つ
な
げ
る
効
果

と
、
今
ま
で
取
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
に
対
し
て
は
、
新
た
な
支
援
を
生
み
出

す
効
果
が
あ
る
。
両
者
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
間
に
対
す
る
、
丁
寧
な
関
係

性
の
構
築
と
、そ
の
魅
力
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、今
回
の
事
例
で
は
、

母
親
の
就
労
に
対
し
て
き
っ
か
け
が
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
実
際
に
ゴ
ー

ル
に
達
す
る
見
込
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
長
期
的
な
視
野

を
持
っ
た
支
援
が
難
し
く
、
短
い
期
間
で
の
成
果
が
求
め
ら
れ
る
点
は
、
単
年
度
の

事
業
に
限
ら
れ
て
い
る
協
働
推
進
事
業
の
弱
み
で
あ
る
。
今
後
の
展
開
と
し
て
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
協
働
の
期
間
で
事
業
化
し
自
主
事
業
と
し
て
力
を
つ
け
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
働
く
き
っ
か
け
を
つ
く
る
、
こ
と
は
じ
め
の
講
座
は
、
ま
だ
経
済
力
を

持
た
な
い
主
婦
が
対
象
の
多
く
を
占
め
る
だ
ろ
う
。
事
業
化
の
際
に
は
、
彼
女
た
ち

が
受
講
で
き
る
コ
ス
ト
の
範
囲
内
で
採
算
を
取
れ
る
よ
う
な
事
業
設
計
が
望
ま
し

い
。 

 

地
方
自
治
体
に
お
け
る
、
最
大
の
課
題
は
予
算
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

既
存
の
事
業
を
ま
わ
す
だ
け
で
も
手
一
杯
な
状
態
で
あ
り
、
行
政
は
低
コ
ス
ト
で
協

働
を
し
な
が
ら
広
く
地
域
ニ
ー
ズ
を
見
定
め
、
必
要
な
支
援
を
シ
ビ
ア
に
取
捨
選
択

す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
緊
急
の
課
題

と
長
期
的
視
野
を
持
っ
た
課
題
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
現
在
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
子
育
て
関
連
の
事
業
は
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
数
年
後
に
は
団
塊
の
世
代
の
職
業
的
引
退
も
重
な
り
、
高
齢
者
関
連
の
差
し
迫
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っ
た
課
題
が
噴
出
す
る
だ
ろ
う
。 

 
こ
の
数
年
の
う
ち
に
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
を
早
急
に
議
論
し
尽
し
、

子
育
て
世
代
に
向
け
た
支
援
の
確
立
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
保
育
所
な
ど
の
一
義
的

な
支
援
だ
け
で
な
く
、
本
研
究
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
二
義
的
な
支
援
の
必
要
性
を

明
確
に
し
、
事
業
と
し
て
設
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
女
性
活
躍
推
進
が
も
て
は

や
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
対
処
し
な
け
れ
ば
、
今
後
子
育
て
関
連
の
問
題
が
社
会
の
重

要
課
題
と
し
て
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
当
事
者
と

し
て
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
生
活
は
保
障
さ
れ
な
い
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
若
者
た
ち
が
公
共
に
時
間
を
割
く
こ
と
は
難
し
い
。
重

層
的
な
思
考
を
持
つ
能
力
の
あ
る
人
た
ち
は
、
企
業
に
時
間
と
労
力
を
使
い
き
り
、

自
分
た
ち
の
生
活
や
生
き
方
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
深
く
考
え
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い

な
い
。
溢
れ
た
情
報
に
流
さ
れ
、
自
分
の
理
想
の
生
活
を
明
確
に
せ
ず
、
主
張
し
な

い
ま
ま
過
ご
す
と
、
自
分
の
生
活
し
づ
ら
い
社
会
が
形
作
ら
れ
て
い
く
。
女
性
の
働

き
方
の
課
題
は
、
長
時
間
労
働
な
ど
の
歪
な
働
き
方
の
し
わ
よ
せ
と
し
て
生
じ
て
い

る
。
ま
ず
は
「
女
性
の
柔
軟
な
働
き
方
」
を
議
論
し
、
い
ず
れ
は
女
性
と
い
う
枠
を

と
っ
て
社
会
全
体
の
柔
軟
な
働
き
方
を
模
索
す
る
。
そ
の
一
端
と
し
て
、
本
事
業
は

位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

行
政
は
、
市
民
提
案
型
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
窓
口
を
も
っ
と
広
げ
て
行
く
べ
き

で
あ
る
。
そ
こ
で
得
た
住
民
ニ
ー
ズ
や
知
見
を
、
一
部
の
知
見
と
し
て
で
は
な
く
、

確
実
に
制
度
と
し
て
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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落
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同
右
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八
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立
社
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人
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国
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調
査
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全
国
の
五
五
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〇
調
査
区
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無
作
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に
選
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れ
た
三
〇
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調
査
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世
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婚
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ジ
ョ
ブ
ズ「
主
婦
の
就
業
に
関
す
る
一
万
人
調
査
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頁
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同
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頁
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三
九
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か
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前
掲
、
白
河
『
専
業
主
婦
に
な
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た
い
女
た
ち
』
五
頁
。 

一
五 

厚
生
労
働
省
「
二
一
世
紀
出
生
児
縦
断
調
査
（
平
成
二
二
年
出
生
児
）」
二
〇
一
五
年
、
一
三

頁
。 

一
六 

同
右
、
一
九
六
頁
。 

一
七 

山
路
憲
夫
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
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ト
セ
ン
タ
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を
中
心
と
し
た
子
育
て
支
援
の
現
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と
課
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-

東
京
都
内
の
主
要
都
市
の
事
例
か
ら
」『
研
究
年
報
』
第
八
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
六
-二
五
頁
。 

一
八 

国
や
地
方
団
体
を
は
じ
め
、
企
業
・
職
場
や
地
域
社
会
も
含
め
た
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援

し
て
い
く
狙
い
で
、「
今
後
の
子
育
て
支
援
の
た
め
の
施
策
の
記
法
的
方
向
に
つ
い
て
」（
エ
ン
ゼ

ル
プ
ラ
ン
）
が
策
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
保
育
所
の
量
的
拡
大
や
低
年
齢
児
（
〇
̶
二

歳
児
）
保
育
や
延
長
保
育
等
の
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

整
備
等
を
図
る
た
め
の
「
緊
急
保
育
対
策
五
カ
年
事
業
」
が
文
部
省
、
厚
生
省
、
労
働
省
、
建
設

省
に
よ
り
発
表
さ
れ
る
。 

一
九 

少
子
化
の
進
行
度
を
測
る
一
つ
の
目
安
と
な
る
合
計
取
得
出
生
率
は
、
二
〇
〇
六
年
に
一
．
二

九
ま
で
低
下
す
る
。 

二
〇 

「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」
で
は
、
平
成
一
六
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
少
子
化
社
会



 118 

                                        

                                        

                                      

 
対
策
大
綱
」
で
あ
る
、「
若
者
の
自
立
と
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
ち
」、「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支

援
と
働
き
方
の
見
直
し
」、「
子
育
て
の
新
た
な
支
え
合
い
と
連
帯
」
の
四
つ
の
重
点
課
題
に
そ
っ

て
次
世
代
育
成
支
援
の
取
り
組
み
を
す
る
。 

二
一 

延
長
保
育
、
休
日
保
育
や
夜
間
保
育
に
加
え
、
一
時
保
育
や
子
育
て
短
期
支
援
事
業
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業
な
ど
。 

厚
生
労
働
省
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」
二
〇
〇
六
年
。 

二
二 

内
閣
府
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
に
つ
い
て
」
二
〇
一
三

年
。 

二
三 

前
掲
、
白
河
『
専
業
主
婦
に
な
り
た
い
女
た
ち
』
一
頁
。 

二
四 

竹
信
三
恵
子
『
家
事
労
働
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
̶
生
き
づ
ら
さ
の
根
に
あ
る
も
の
』
岩
波
新
書
、
二

〇
一
三
年
、
二
二
八
頁
。 

二
五 

内
閣
府
「
新
し
い
公
共
支
援
事
業
」
最
終
閲
覧
日
（
二
〇
一
五
年
一
月
八
日
） 

http://w
w
w
5.cao.go.jp/npc/unei/uneikaigi.htm

l 

二
六 

茅
ヶ
崎
市
『
平
成
二
七
年
度
協
働
推
進
事
業
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』
二
〇
一
四
年
、
五

四
頁
。 

二
七 

同
右
、
五
五
頁
。 

二
八 

茅
ヶ
崎
市
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
報
告
」
二
〇
一
五
年
、
一
四
頁
。 

二
九 

前
掲
、『
協
働
推
進
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』
二
〇
一
四
年
、
五
五
頁
。 

三
〇 

同
右
、
五
五
頁
。 

三
一 

市
民
団
体
代
表
の
橋
本
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

三
二

茅
ヶ
崎
市
『
協
働
推
進
事
業
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』
二
〇
一
六
年
、
九
四
頁 

三
三 

団
体
代
表
者
で
あ
る
橋
本
氏
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

三
四 

前
掲
『
協
働
推
進
事
業
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』
九
四
頁
。 

三
五 

同
右
、
九
四
頁
。 

三
六 

橋
本
氏
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

三
七 

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
市
民
団
体
の
代
表
者
、
当
事
業
の
関
係
課
で
あ
る
男
女
共
同
参
画
課
と
雇
用

労
働
課
、
協
働
事
業
を
管
轄
す
る
市
民
自
治
推
進
課
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。 

三
八 

雇
用
労
働
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

三
九 

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
は
、「
個
別
の
仕
事
を
有
す
る
フ 

リ
ー
ラ
ン
ス
や
小
規
模
事
業
者
，

組
織
人
等
が
働
く
場 

を
共
有
し
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
な
が
ら 

状
況
次
第
で
柔
軟

に
協
同
す
る
働
き
方
を
指
す
概
念
」
で
あ
る
。 

宇
田
忠
司
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
の
概
念
規
定
と
理
論
的
展
望
」
『
經
濟
學
研
究
』
六
三
号
、
北
海
道

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
五
頁
。 

四
〇 

市
民
団
体
代
表
橋
本
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

四
一 

雇
用
労
働
課
担
当
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

四
二 

茅
ヶ
崎
市
『
協
働
推
進
事
業
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』2015

年
、51-61

頁
。 

四
三 

団
体
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
を
も
と
に
、
市
民
活
動
推
進
委
員
会
委
員
が
、
①

                                        

                                        

                                      

 

事
業
テ
ー
マ
②
協
働
の
効
果
③
団
体
の
能
力
④
市
民
活
動
と
し
て
の
特
性
⑤
事
業
の
具
体
性
・
実

現
の
可
能
性
⑥
収
支
予
算
⑦
事
業
の
発
展
性
の
項
目
か
ら
審
査
す
る
。 

四
四 

市
民
自
治
推
進
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

四
五 

市
民
団
体
代
表
の
橋
本
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

四
六 

市
民
団
体
代
表
の
橋
本
氏
と
、
男
女
共
同
参
画
課
、
雇
用
労
働
課
の
担
当
者
に
よ
る
座
談
会
形

式
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

四
七 

男
女
共
同
参
画
課
担
当
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

四
八 

市
民
自
治
推
進
課
担
当
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
。 

四
九 

岡
田
朋
子
『
支
援
困
難
事
例
の
分
析
調
査
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
一
四
五
頁
。 

五
〇 

同
右
、
一
八
五
-一
八
六
頁
。 

五
一 

石
井
大
一
朗『
大
都
市
郊
外
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
の
展
開
と
当
事
者
支
援
の
た
め
の

協
働
モ
デ
ル
』
博
士
学
位
論
文
慶
應
義
塾
大
学
、
二
〇
〇
九
年
、
二
頁
。 


